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ハイライト 

➢ 政策動向 

⚫ e-SAF 普及促進を目的にした eSAF Early Movers Coalition に加盟するドイツやフランスなど

は、ダブルオークション方式による支援方針を相次いで発表した。 

⚫ EU 域外からの原油・天然ガス等の調達に混乱を招く懸念もあった EU メタン規則の適用開始を 1 年

延期し、2028 年 1 月開始とする提案が欧州委員会から発表された。 

➢ 企業動向 

⚫ バイオ燃料分野において、ブリュッセル国際空港における移動式 SAF 混合設備のトライアルや、

Moeve による大型農業機械向け HVO 100 の供給など実証に関する発表が見られた。 

⚫ 水素・合成燃料分野では、INERATEC のフランスでのプロジェクトにおける Haltermann Carless

との提携や、同じく INERATEC から、合成 Wax の食品用途への展開を図る動きがあった。 

➢ 石油需給 

⚫ 8 月の OECD 欧州製油所の原油処理量は、前月比 4.7%の増加で、前年比でも 1.4%の増加を

記録した。記録的猛暑や、製油所定修等の影響もあったが、全体的には、好調な精製マージンが、

製油所稼働を押し上げた。 

⚫ 9 月も中間留分の需給はタイトであったが、原油価格上昇等の影響で、ガソリン等の製品クラックが低

下し、精製マージンが押し下げられたこの記事は、賛助会員・情報提供サービス購読者限定です。 
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◆トランプ大統領の支持率は、物価高を背景に、各種世論調査の平均で低水準に推移しており、11 月

3 日に実施される中間選挙の結果は予断を許さない。物価高対策の観点から、８日輸出規制を見送っ

たことに加え、17 日ディーゼル軽油供給増を目的に対ロシア経済制裁を緩和した。 

 

◆10 月初旬、NYMEX 原油先物相場は続落し、1 バレル 90 ドル以下で推移した。しかしながら、6 日

の NYMEX で原油先物相場は 3 営業日ぶりに反発した。中東のエネルギー供給の停滞を巡る不透明感

が根強く、原油先物は買いが優勢となる地合の中で、5日サウジアラビアの2つの空港がフーシ派による２

度の攻撃を受けた。 

 

◆IEA は 7 日、「約 1 億バレルの石油備蓄の放出を加速し可能な限り早期に完了させる」と発表し、需

給が逼迫するディーゼル燃料（軽油）の放出を優先することでも合意した。IEA は 3 月に 4 億バレルの

石油備蓄を協調放出すると決めたが、その全てが市場に出回ったわけではなく、今般措置は履行できてい

ない分の放出を急ぐための措置である。 

 

◆IEA ビロル事務局長は 11 日、3 月に協調放出すると決めた石油備蓄の分を履行できていない各国に

対し、ディーゼル燃料を優先的に供給するよう声明を出した。さらに放出を完了した国に対しても、ディーゼ

ル燃料の追加放出の必要性を判断し、規模と時期を明確にするよう指示した。ただし、ディーゼル燃料の

供給不足が解消するかどうかは不透明で、市場の反応は限られている。 

 

◆中間選挙を睨んでトランプ政権が打ち出した 8 日ディーゼル軽油輸出規制の見送りを受けて石油製品

の需給はやや緩和、国際相場が下落した。9 日、トランプ大統領は、ロシアがディーゼル燃料を世界に供

給することに合意したことを明らかにしたが、市場はロシアからの供給増加という不確実な見通しよりも、中

東情勢の混乱に伴う供給リスクの方が強く認識されている。 

 

◆フーシ派は 19 日サウジアラビアのエネルギー関連施設に攻撃を継続した。同日原油先物相場

（WTI:11 月物）は 8 日続伸 103.66 ドル/バレルまで値を上げた後、20 日 9 営業日振りに反落し 

たものの、101.79 ドル/バレルに留まった。 
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◇8月の市況概況 ※9月の統計データは 10月末に更新されるため、次号にて掲載予定 

○原油は、生産量 1,800万トン(横ばい)、輸入量は 3,800万トン(前月比 200万トン増、2 カ月連続で

増加)。 

○ナフサの輸入量は 70万トン、前月の 121万トンから急減。 

○9月の製油所稼働率は、国営石油会社が 77.4％(前月比 0.2ポイント下落)、地方製油所は 60.9％

(前月比 5.7ポイント上昇)。 

◇9月の主な業界動向 

○グリーン化 (環境対応) の進展：水素、CCUS、グリーンメタノール、グリーンアンモニアを中心とした脱炭素

化の取り組みが加速している。中国企業は欧州との水素分野での協力強化や、四川省での水素燃料トラ

ック導入拡大を進める一方、吉林油田では CCUS技術の商業化と設備の国産化を実現し、インドネシア

への海外展開も開始した。また、広州港で中国初となる国際航行船向けグリーンメタノール供給が実施さ

れたほか、グリーン水素とバイオマスを活用した世界初のグリーンメタノール商業化プロジェクトや、世界初の

液体アンモニアバンカリング船の運航開始など、新燃料分野での実証・商業化が相次いでいる。中国は化

石燃料と新エネルギーの融合を図りながら、低炭素燃料の供給網整備、関連技術の高度化、海外市場

展開を通じてエネルギー転換の実装段階へ移行しつつある。 

○第三国市場展開：受注拡大、現地生産、そして技術提携等、低炭素事業の第三国市場への展開が一

段と加速している。中船集団はドイツの国際海事展を機に欧州船主から総額 24億ドル規模の造船案件

を受注したほか、化学分野では中国企業と韓国 LG化学による半導体材料分野での協力が始動し、エネ

ルギー分野では中石化寧波工程がウズベキスタンで SAF（持続可能な航空燃料）製造プロジェクトを立

ち上げるなど、高付加価値分野での海外展開も広がっている。 

さらに、タイヤ関連企業はエジプトをアフリカ・中東・欧州市場向けの輸出拠点と位置付け、生産能力の

増強を進めている。また、マレーシアでは中国企業によるチタンホワイトの大型生産拠点建設が進められる 
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